
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
種
苗
の
宝
庫

鮎

復
活
－
・
江
戸
・
東
京
の
伝
統
野
菜

‾、二・一　一■、・

取
材
・
文
・
小
野
香
子

写
真
提
供
・
江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会

‰
弾

・
州
O
n
一
2

L

長さ1mもあるニンジンやゴボウ、ダイコンのように繍長いカブこ

普段、スーパーでは見慣れない伝統野菜たちが今、

他産地消の流れの巾で注目を集めている。

かつては一大農業地帝であった江戸・東京の

野菜作りの伝統を振り返ってみたい。

市
場
に
出
回
る
コ
マ
ツ
ナ
と
″
小
松
菜
″

鹿
児
島
の
桜
島
大
根
、
長
野
の
野
沢
菜
、

群
馬
の
下
仁
田
ネ
ギ
な
ど
、
全
国
に
は
そ

の
土
地
ご
と
に
特
徴
的
な
作
物
が
あ
る
。

今
や
全
国
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
小
松
菜
も
、

も
と
は
江
戸
の
小
松
川
村
（
現
在
の
江
戸

川
区
西
部
）
　
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
地
野
菜

の
一
つ
。
江
戸
時
代
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
、

鷹
狩
り
で
立
ち
寄
っ
た
小
松
川
村
で
供
さ

れ
た
澄
ま
し
汁
の
青
菜
を
気
に
入
り
、
村

に
ち
な
ん
で
「
小
松
菜
」
と
名
付
け
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
並
ん
で

い
る
コ
マ
ツ
ナ
、
本
来
の
伝
統
野
菜
と
は

違
う
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
江
戸
時

代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
小
松
菜
は
、
す

ぐ
に
萎
れ
て
日
持
ち
が
悪
く
、
茎
が
折
れ

や
す
く
束
ね
づ
ら
い
。
一
方
、
現
在
の
コ

亀百の香取神社で毎年3月に行われる「福分けまつり」
亀戸大根を奉納し、参拝者にも福を配る



マ
ツ
ナ
は
日
持
ち
も
良
く
、
茎
も
丈
夫
で

出
荷
し
や
す
い
。
実
は
一
般
に
出
回
っ
て

い
る
コ
マ
ツ
ナ
は
、
中
国
野
菜
で
あ
る
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
の
仲
間
と
の
交
配
種
な
の
で

あ
る
。
味
は
と
い
う
と
、
コ
マ
ツ
ナ
は
さ

っ
ぱ
り
と
淡
泊
な
味
、
伝
統
的
な
方
は
味

が
濃
い
が
、
甲
乙
は
つ
け
が
た
い
。

「
ど
ち
ら
が
お
い
し
い
か
は
、
食
べ
る
人

が
決
め
れ
ば
い
い
の
で
す
」
と
語
る
の
は
、

江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会
の
代
表
を

務
め
る
大
竹
道
茂
さ
ん
。

従
来
の
野
菜
の
弱
点
を
克
服
し
、
味
も

悪
く
な
い
改
良
種
の
野
菜
。
そ
の
一
方
で
、

伝
統
的
な
野
菜
を
見
直
す
動
き
が
全
国
各

地
に
広
が
っ
て
い
る
。
大
竹
さ
ん
も
、
3
0

年
も
前
か
ら
1
A
（
農
業
協
同
組
合
）
東

京
中
央
会
で
農
政
に
関
わ
り
、
江
戸
・
東

京
の
伝
統
野
菜
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
2
0
1
1
年
7
月
、
大
竹
さ
ん
ら

の
尽
力
で
商
標
登
録
さ
れ
た
の
が
、
「
江

戸
東
京
野
菜
」
ブ
ラ
ン
ド
2
2
品
種
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
練
馬
大
根
や
亀
戸
大
根
、
寺
島

茄
子
、
黄
金
の
甜
瓜
な
ど
と
並
ん
で
、
「
伝

統
小
松
菜
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。

な
ぜ
今
、
伝
統
野
菜
な
の
か
。
そ
の
疑

問
を
解
く
た
め
に
は
、
「
伝
統
野
菜
と
は

何
か
」
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

種
子
を
通
し
て
伝
承
さ
れ
る
「
固
定
種
」

「
伝
統
野
菜
」
と
は
「
江
戸
時
代
な
い
し

戦
前
か
ら
栽
培
が
続
け
ら
れ
て
い
る
そ
の

地
域
独
特
の
野
菜
」
。
大
竹
さ
ん
に
よ
る
と
、

こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
固
定
種
」
で
あ
る

こ
と
だ
。

固
定
種
と
は
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て

遺
伝
的
に
安
定
し
た
品
種
で
、
種
子
が
取

れ
る
こ
と
が
最
大
の
特
徴
だ
。
収
穫
を
食

べ
、
種
子
は
取
っ
て
お
い
て
翌
年
ま
く
。

こ
れ
を
繰
り
返
し
、
種
子
を
通
し
て
伝
承

さ
れ
て
き
た
の
が
伝
統
野
菜
な
の
だ
。

一
方
、
今
日
の
食
卓
に
の
ぼ
る
野
菜
の

ほ
と
ん
ど
は
「
F
l
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
と

呼
ば
れ
る
品
種
。
異
な
る
品
種
の
交
配
に

ょ
っ
て
両
方
の
親
の
長
所
を
受
け
継
い
だ

一
代
雑
種
で
、
種
子
は
取
れ
な
い
か
、
取

れ
た
と
し
て
も
次
世
代
に
は
同
じ
も
の
は

で
き
な
い
。
今
日
の
農
業
に
お
い
て
は
、

農
家
が
毎
年
、
種
苗
会
社
な
ど
で
生
産
さ

れ
た
種
子
を
購
入
し
て
野
菜
を
栽
培
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

F
l
種
の
開
発
目
標
は
、
ま
ず
栽
培
・

収
穫
や
流
通
が
効
率
的
に
で
き
る
か
ど
う

か
。
規
格
に
合
っ
た
サ
イ
ズ
、
形
で
、
箱

に
き
ち
っ
と
収
ま
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ

れ
に
対
し
て
固
定
種
の
作
物
は
、
大
き
さ

も
ば
ら
ば
ら
に
な
り
が
ち
で
、
箱
に
収
ま

り
に
く
く
、
流
通
に
向
か
な
い
。
遠
く
に

運
び
に
く
い
固
定
種
の
伝
統
野
菜
は
、
生

産
地
周
辺
で
消
費
さ
れ
る
〝
地
産
地
消
″

が
中
心
の
作
物
な
の
だ
。

ち
な
み
に
聖
護
院
蕪
や
水
菜
な
ど
、
全

国
に
流
通
す
る
現
代
の
「
京
野
菜
」
も
、

そ
の
多
く
が
交
配
種
。
本
来
の
伝
統
的
な

京
野
菜
は
、
今
で
も
京
都
く
ら
い
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。

伝
統
野
菜
で
は
、
種
子
の
大
半
は
栽
培

し
て
い
る
人
が
自
ら
採
取
す
る
。
そ
の
野

菜
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
れ
ば
栽
培
さ
れ
な

く
な
り
、
種
子
も
残
ら
な
い
。
す
る
と
そ

の
野
菜
は
2
～
3
年
で
絶
滅
し
て
し
ま
う
。

実
際
、
江
戸
・
東
京
で
も
三
河
島
菜
や
滝

野
川
人
参
を
は
じ
め
、
数
知
れ
な
い
地
野

菜
が
滅
ん
で
い
る
。

「
物
語
」
を
伝
え
る
伝
統
野
菜

江
戸
に
幕
府
が
置
か
れ
た
時
代
、
何
も

な
か
っ
た
土
地
に
街
が
作
ら
れ
、
各
地
か

ら
人
々
が
万
人
単
位
で
移
り
住
ん
だ
。
米

は
産
地
か
ら
運
び
込
め
て
も
、
新
鮮
な
野

菜
は
不
足
し
た
に
違
い
な
い
。

1
6
3
0
年
代
に
は
、
参
勤
交
代
の
た

め
、
大
名
が
1
年
に
わ
た
る
江
戸
住
ま
い

を
す
る
よ
う
に
な
る
。
国
元
か
ら
食
べ
慣

れ
た
作
物
の
種
苗
を
持
ち
込
ん
で
自
給
自

足
す
る
下
屋
敷
も
多
く
、
江
戸
に
は
全
国

か
ら
野
菜
の
種
苗
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
、
江
戸
の
気
候
風
土
に
合
っ
た
も
の

が
広
ま
り
、
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
練
馬
大
根
は
、
五
代
将
軍
徳
川

綱
吉
が
病
気
療
養
の
た
め
練
馬
に
屋
敷
を

構
え
、
尾
張
か
ら
大
根
の
種
子
を
取
り
寄

せ
て
、
地
元
の
農
民
に
栽
培
さ
せ
た
の
が

始
ま
り
と
い
う
説
が
あ
る
。

品
川
蕪
に
内
藤
南
瓜
、
早
稲
田
の
著

荷
、
雑
司
ケ
谷
茄
子
、
滝
野
川
の
人
参
と

牛
穿
、
谷
中
生
妻
、
寺
島
茄
子
、
砂
村
の

三
寸
人
参
…
…
。
江
戸
の
農
産
物
を
著
書

『
江
戸
東
京
野
菜
』
に
ま
と
め
た
大
竹
さ

ん
も
、
調
査
の
中
で
、
江
戸
城
下
の
村
一

つ
一
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
地
野
菜
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
驚
い
た
と
い
う
。
パ
リ
や

ロ
ン
ド
ン
が
人
口
6
0
～
7
0
万
人
だ
っ
た
時

代
に
百
万
都
市
だ
っ
た
江
戸
は
、
同
時
に

豊
か
な
農
業
地
帯
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

亀
戸
大
根
、
復
活
の
「
物
語
」

い
っ
た
ん
は
姿
を
消
し
た
伝
統
野
菜
が

復
活
し
た
例
の
一
つ
が
亀
戸
大
根
。
小
ぶ

り
で
カ
ブ
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
、
か
つ
て

は
浅
漬
け
に
し
て
食
さ
れ
て
い
た
。
ほ
と

ん
ど
姿
を
消
し
て
い
た
昭
和
4
0
年
代
に
も
、

地
元
の
割
烹
の
女
将
や
篤
農
家
の
努
力
で

細
々
と
作
り
続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

大
竹
さ
ん
ら
の
働
き
か
け
を
き
っ
か
け
に
、

町
興
し
の
一
環
と
し
て
、
地
元
の
小
中
学

校
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
平

成
1
0
年
。
以
来
、
亀
戸
の
香
取
神
社
で
は

毎
年
3
月
に
、
千
本
の
亀
戸
大
根
を
参
拝

者
に
配
る
「
福
分
け
祭
り
」
を
行
っ
て
い
る
。

亀
戸
大
根
を
通
し
て
、
伝
統
野
菜
を
守

る
に
は
地
域
の
学
校
が
最
適
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
大
竹
さ
ん
。
寺
島
茄
子
は
東

向
島
の
第
一
寺
島
小
学
校
、
砂
村
三
寸
人

参
は
砂
町
小
学
校
と
、
地
元
の
小
中
学
校

を
舞
台
に
伝
統
野
菜
の
栽
培
復
活
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
し
進
め
て
い
る
。
子
ど
も
た

ち
の
手
を
通
し
て
、
大
竹
さ
ん
ら
が
伝
え

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
特
定
の
品

種
で
は
な
く
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
々
の
食

や
暮
ら
し
ま
で
包
含
し
た
文
化
そ
の
も
の

な
の
だ
ろ
う
。

亀
戸
の
香
取
神
社
で
は
、
栽
培
に
携
わ

っ
た
小
学
生
が
大
人
に
な
り
、
今
度
は
自

分
の
子
ど
も
を
連
れ
て
祭
り
に
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
の
小
松
菜
や
練

馬
大
根
同
様
、
亀
戸
大
根
に
も
、
平
成
の

物
語
が
紡
ぎ
出
さ
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
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①江東区の第五秒町小学校。児童が自分たちで栽培した砂村一本ねぎの種子をとり、次の学年に手渡していく

②万福寺鮮紅大長人参。江戸では絶滅した長さ1mもの滝野川人参だが、その子孫は神奈川県川崎市の万福寺地区で受け継がれていた

⑨亀の形に束ねられた亀戸大根に農家の美学が感じられる（撮影＝宇佐見利明）

④中央区の日本橋女学館では科学研究プロジェクトの一環として寺島茄子を栽培

（9都立園芸高等学校で栽培されている本田瓜（はんでんうり）

⑥練馬区西大泉の諏訪神社に伝わる「狐の大根取り入れ図絵馬」。キツネたちが練馬大根を収穫している

⑦豊島区の千登世橋中学校では雄司ケ谷茄子の栽培が復活
●江戸薫京野菜通信

http：／／edoyasai．sblo．jp／


